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１１ 平行四辺形と三角形の面積
☆準備物：三角定規
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１ 次の太い線の図形の面積を求める式と答えを書きましょう。

（１）

＜式＞ １１×６÷２＝３３

（ ３３ ㎠ ）

１１ｃｍの辺を底辺として，高さ６ｃｍの三角形と見ることができます。

（２）

＜式＞ ３×７＝２１

（ ２１ ㎡ ）

３ｍの辺を底辺として，高さ７ｍの平行四辺形と見ることができます。

（３） ＜式＞ （４＋９）×１０÷２＝６５

（ ６５㎡ ）

上底４ｍ，下底９ｍ，高さ１０ｍの台形です。
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２ 下の図のような底辺が４ｃｍ， 高さが１ｃｍの平行四辺形があります。底辺を

変えずに，高さを６倍にすると面積は何倍になるでしょう。

（ ６ 倍）

底辺が４ｃｍ，高さが１ｃｍの平行四辺形の面積は４ｃ㎡，高さが２ｃｍだと面積は８ｃ㎡，高さ

が３ｃｍだと１２ｃ㎡となります。高さが２倍，３倍になると面積も２倍,３倍となります。

３ 下の図のアとイの直線は平行です。ちょう点Ａがアの直線の上のどこにあって

も，三角形ＡＢＣの面積は等しくなります。そのわけを書きましょう。

＜わけ＞

三角形の面積は，底辺×高さ÷２で求めることがで

きる。
ちょう点Ａが変わっても直線アとイは平行なので高

さは変わらない。

底辺はそのままなので，底辺の長さは変わらない。

だから，三角形ＡＢＣの面積はいつも等しくなる。
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